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○篠竹昭彦

2017年3月に首都大学東京(八王子市)で行われた上記学会において、篠竹教授が上記演題で講演した。内容

は、高炉への送風時に形成するレースウェイについて、2015年度および2016年度の卒業研究生が模型実験

装置を用いて様々な条件で実験して取ったデータをもとにして、考察を加えて報告したものである。

機械・精密システム工学科 学会発表

【発表者について】アンダーラインは本学教員、研究員および技術職員、○は発表者、※は大学院生、卒研生または卒業生

日本鉄鋼協会

高炉のレースウェイ形成に及ぼす充填粒子と送風の影響


